
 

 

 

４．交流実績一覧 

Interchange activities of agencies concerned  

including central/local governments 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



令和元年度北東アジア交流実績 
政府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

 

8 月 

 

9 月 

11 月 

 

12 月 

1 月 

・NEAL-NET のサービス提供港を拡大（従来、日中韓合計 27 港のところ新たに伏木富

山港及び中国の珠海港の船舶・コンテナ情報を提供、4/1） 

・国交省がロシア連邦運輸省、ロシア鉄道(株)、日本トランスシベリヤ複合輸送業者

協会との間で、日露欧間の鉄道コンテナ輸送に係る協力覚書締結（5/24） 

・国交省が北極海航路に係る産学官連携協議会（第９回）を開催（ロシア国営企業よ

り北極海航路における航行支援の取組について講演、6/12） 

・日中首脳会談（6/27、大阪） 

・国交省主催のシベリア鉄道による日露欧間の貨物輸送パイロット事業の出発式

（8/29、伏木富山港） 

・日露首脳会談（9/5、ウラジオストク） 

・第 20 回北東アジア港湾局長会議および第 20 回北東アジア港湾シンポジウムを開催 

（11/7～8、韓国昌原市） 

・安倍総理大臣が日中韓サミットに出席（12/23～25、成都） 

・国交省主催のシベリア鉄道による日露欧間の貨物実証輸送を追加実施（シベリア鉄

道を利用した精密機器輸送、1～2月） 

・国交省が北海道・日本海側港湾とロシア極東港湾との連結性強化に向けた意見交換

会を開催（1/21） 

広域 7 月 ・北陸・韓国経済交流会議（8 月開催予定）を延期（中止） 

北海道 

 

 

 

5 月 

 

6 月 

 

8 月 

 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

 

 

 

 

・「第 20 回日本語スピーチコンテスト」（ユジノサハリンスク市） 

・ハルビン国際経済貿易商談会への参加（ハルピン市） 

・慶尚南道 DAY（友好提携 札幌市） 

・済州国際交流週間事業に参加（済州島） 

・新千歳ーウランバートル間のチャーター便が初就航（8/2） 

・モンゴル伝統芸能劇団「ムーンストーン」が札幌市で公演（8/4、札幌市） 

・北海道・モンゴルビジネスフォーラムを開催（8/5、札幌市） 

・サハリン「極東版美人ランチ」（ユジノサハリンスク市）北海道のヘルスケア産業

関連商品・技術のＰＲ 

・中共黒竜江省委員会・賈玉梅常務委員の来道（札幌市） 

・「北海道とロシア連邦極東地域との経済協力に関する常設合同委員会」第 13 回分野

別部会（札幌市） 

・「北海道・サハリン州友好・経済協力推進協議会」第 19 回合同会議（札幌市） 

・サハリン州保健大臣の来道（札幌市） 

・サハリンＤＡＹ（友好提携 札幌市） 

・「ロシア語弁論大会」開催（札幌市） 

・テコンドーチーム来道/ソウルＤＡＹ（友好提携 札幌市） 

・黒竜江省農業訪問団の来道（札幌市） 

・「済州国際青少年フォーラム」派遣（済州島） 



12 月 

 
 
 
 

・北海道の映画祭関係者が済州映画祭に参加（夕張市） 

・済州特別自治道代表団の来道/済州 DAY（札幌市） 

・釜山 DAY（友好提携 札幌市） 

・国際局長のソウル訪問（札幌市） 

・「北海道・ジャパンフェア」開催（ユジノサハリンスク市） 

稚内市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 月 
 
 
 
 

10 月 
 
 
 
 
 

11 月 
 
 

・サハリンのクリリオン岬から宗谷岬を目指し、水泳リレーを行った寒中水泳愛好家

ら約 40 人を迎え、稚内港国際フェリーターミナルにて歓迎セレモニーを開催（遠

泳リレー：7/18～7/21、歓迎セレモニー：7/22、稚内港国際フェリーターミナル） 

・稚内港とサハリンとを結ぶ輸送手段の確立、その活性化を図っていこうと（平成

28 年度から）ロシア商社の貨物船をチャーターし、稚内港から食品や資材などを

サハリンへ輸出〔令和元年度は 7月、10 月、12 月、3月の計 4回実施〕 

・稚内市内の高校生（4人）が友好都市コルサコフ市を訪問。現地の高校生相当の生

徒達とともに、市内視察、交流プログラム体験、ホームステイによる交流を実施

（7/28～8/1） 

・友好都市コルサコフ市から高校生相当生徒 4名と引率者 1名を受け入れ、先に同市

を訪問した稚内市内の高校生とともに、市内視察、交流プログラム体験、ホームス

テイによる交流を実施（8/8～8/12） 

・「稚内・コルサコフ定期航路利用促進合同会議」、「第 11 回友好都市経済交流促進会

議」の開催（8/21～8/24、コルサコフ市） 

・北海道の道北地域の９市（旭川市、紋別市、士別市、名寄市、富良野市、深川市、

芦別市、稚内市）が連携し、サハリン州住民に道産品の紹介・販売、地域 PR、文

化紹介等を実施（10/25～10/27、ユジノサハリンスク市） 

・ユジノサハリンスク市での物産展に合わせて、ネべリスク市内商業施設にて、各 

市の輸出品の他、サハリンへの商品輸出を手掛ける市内企業が用意した食品等、 

全３６品の展示即売会を実施（10/26、ネべリスク市） 

・7月～8月の青少年交流事業でコルサコフ市生徒とのホームステイ交換を体験した 

 稚内市内の高校生４名による「参加者報告会」を開催（11/21、稚内市生涯学習総 

合支援センター） 

秋田県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 
 

・中国吉林省へ県内経済団体等派遣（8/21～24） 

・中国甘粛省へ訪問団派遣（8/27～9/2） 

・中国甘粛省から政府訪問団受入（9/10） 

・中国甘粛省から研修員受入（9/30～11/1） 

・秋田、延辺、ウラジオストク、江原道の商工会議所等による「日中露韓４地域経済

交流会議」の開催（韓国江原道、10/14～18) 

・中国吉林省生態環境庁へ職員派遣（10/15～20） 

・中国大連市へ知事等訪問団派遣（11/10～13） 

・中国大連トップセールス（大連市、11/10-12） 

・北海道、青森県、岩手県と合同で観光商談会を開催（ソウル市、11/19） 



 

 

 

12 月 

1 月 

 

 

・中国甘粛省から文化博覧局訪問団受入（12/16） 

・中国大連市から政府訪問団受入（1/15） 

・韓国バイヤー（食品）を招へいし、商談や企業視察を実施（1／20～23） 

・中国大連経済訪問団及び輸入商社の受入（1/15～17） 

 

酒田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 

 

   

 7 月 

 

 8 月 

 

11 月 

 

 2 月 

 3 月 

・在サンクトペテルブルク日本国総領事館主催の「地域交流フェスティバル」に参

加（5/14～20、サンクトペテルブルク市） 

・市長を団長に使節団を派遣し唐山市を表敬訪問（5/24～29、唐山市） 

・姉妹都市ジェレズノゴルスク・イリムスキー市使節団 11 名を受入れ、姉妹都市盟

約締結 40 周年記念式典及び文化芸術交流等を実施（7/23～28） 

・唐山市企業の視察受入（8/2～4、農水産物や日本酒ほか） 

・使節団を派遣し輸入品ショッピングモールを視察（8/31～9/2、唐山市） 

・酒田南高校とサンクトペテルブルク第 583 番学校が両校間の協力に関する包括協

定を締結（11/3、東京都） 

・サンクトペテルブルク第 583 番学校が酒田南高等学校を訪問（2/19～29） 

・酒田南高等学校のサンクトペテルブルク第 583 番学校訪問を延期 

 

新潟県 

 

 

 5 月 

10 月 

 

・北方経済都市協議会総会に出席（5/23～24、ウラジオストク市） 

・北方経済都市協議会北方物流実務委員会に出席（10/31、釜山広域市） 

 

 

新潟市 

 

 

 

5 月 

6 月 

7 月 

 

 

 8 月 

 

 

 

 

9 月 

 

 

 

 

 

 

・ハルビン市農業視察団来訪（5/27～28、新潟市） 

・ハルビン市教師研修団来訪（6/10～14、新潟市） 

・ハバロフスク市、ビロビジャン市より青少年使節団を受け入れ（7/20～27、新潟市） 

・韓国蔚山市サッカー協会の少年チーム来訪 新潟市サッカー協会の選抜チームと 

親善試合を行う。（7/25～28、新潟市） 

・東アジア文化都市青少年交流事業として、新潟市の青少年が清州市を訪問（8/1～

8/5、清州市） 

・第 27 回日ロ沿岸市長会議への参加のため訪ロ（8/20～25、ペトロパヴロフスク・

カムチャツキー市、ハバロフスク市） 

・ハルビン市第一医院研修生受入（8/21～11/15、新潟市） 

・新潟市民病院管理者訪問団派遣（9/2～6、ハルビン市） 

・済南市へ市民留学生派遣（9/3 から一学期、済南市） 

・「韓日ハンガウィまつり in 新潟 2019」 (9/13、新潟市) 

・東アジア文化都市交流「2019 箸フェスティバル」に新潟市文化団が参加（9/19～

22、清州市） 

・ハルビン・新潟友誼園技術交流団を派遣（9/25～28、ハルビン市） 

 



10 月 

 

  

 

 

  

 

 

11 月 

 

12 月 

 

 

1 月 

・新潟市教育委員会の青少年使節団が蔚山広域市を訪問（10/1～5、蔚山広域市） 

・第 19 回新潟・ハバロフスク・ハルビン３姉妹都市環境会議への参加のため訪ロ 

（10/6～10、ハバロフスク市） 

・新潟・ハルビン友好都市提携 40 周年代表団来訪（10/9～10、新潟市） 

・ハルビン交響楽団公演（10/9、新潟市） 

・新潟市民病院若手医師等派遣（10/14 日～18、ハルビン市） 

・新潟市青少年使節団派遣（10/28～11/1、ハルビン市） 

・新潟市議会代表団青島市訪問（10/30～11/2、青島市） 

・第５回ジャパンフェスティバルに、本市の音楽ユニットが参加（11/14～17、ウラ

ジオストク市） 

・沿海地方空手道連盟一行が来訪、市内の空手愛好家らと交流（12/12～19、新潟市） 

・蔚山広域市国際交流団体「新潟を愛する会」が来訪し新潟市民と交流（12/14～15、 

新潟市） 

・新潟市代表団ハルビン訪問（1/5～7、ハルビン市） 

 

 

上越市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

 

5 月 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

 

 

 

・（中国）大連市旅順口区が「友好交流意向書」調印２０年を機に来市（4/25～26、

上越市） 

・（中国）市代表団が「中日文化旅遊大連交流大会」参加（5/25～26、大連市） 

・（中国）市代表団が大連市内視察、大連市内企業訪問及び関係機関等と意見交換を

実施（5/27、大連市） 

・（中国）大連市等の若手実業家を受入れ、市内視察及びランチミーティングを実施

（8/2～3、上越市） 

・（中国）市内企業とともに「第 27 回北前船寄港地フォーラム in 庄内・山形」及び

「第 4回中日文化観光大連交流大会」参加、中国旅行社との商談を実施（9/12、山

形市） 

・（中国）市内企業とともに「第 11 回大連日本商品展覧会」にブース出展し、製品紹

介や観光 PR、市場調査を実施（9/27～29、大連市） 

 

富山市 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

 

 

 

6 月 

 

7 月 

 

 

・（韓国）ＴＶ局ＫＢＳドキュメンタリー制作のため「富山市のコンパクトまちづく 

り」等の取材（4/5、富山市役所） 

・韓国慶尚北道義城郡による「富山市のコンパクトまちづくり」等を目的とした視察

(4/23、富山市役所) 

・韓国国際大学による「富山市コンパクトまちづくり」等を目的とした視察(6/28、

富山市役所) 

・ソウル私立大学による「富山市のコンパクトまちづくり」等を目的とした視察 

(7/5、富山市役所) 

・韓国ＨＣＮによる「富山市のコンパクトまちづくり」等の取材(7/16、富山市役所) 



 

 

8 月 

10 月 

 

1 月 

 

・第２７回日ロ沿岸市長会議（8/22～23、ペトロパブロフスク・カムチャッキー市） 

・(ロシア)国連 ESCAP 主催の「北東アジアマルチステークホルダーフォーラム」への 

 参加(10/15～16、ウラジオストク 極東連邦大学構内) 

・(韓国)ＴＶ局ＫＢＳ報道ニュース制作のため「富山市の路面電車を活用したまちづ

くり」の取材(1/29) 

 

射水市 

 

7 月 

 

・台湾台北市士林区と友好交流協力に関する覚書締結（7/19、台湾台北市士林区、 

 射水市側：市長ほか 7名訪問） 

 

高岡市 

 

 

4 月 

7 月 

 

・中国遼陽市代表団（5名）を受入（4/22） 

・高岡市福岡町日中友好親善訪問団（43 名）が遼陽市及び遼陽県首山鎮中心小学校

を訪問（7/10～7/14） 

 

石川県 4 月 

5 月 

 

 

 

7 月 

 

 

8 月 

 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

1 月 

・韓国全羅北道保健診療所職員訪問団が来県（4/8～12） 

・石川県江蘇省地域活性化交流推進会議のため、石川県職員が中国江蘇省を訪問（5/6

～9） 

・石川県全羅北道地域活性化交流推進会議のため、全羅北道職員が来県（5/15～17） 

・韓国全州市山岳連盟が来県（5/19～22） 

・21 世紀石川少年の翼事業でロシアイルクーツク州青少年訪問団が来県（7/21～28） 

・石川県早朝ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ連盟友好交流訪問団が全羅北道を訪問（7/24～28） 

・21 世紀石川少年の翼事業で高校生を江蘇省へ派遣（7/25～30） 

・「小学生ツバメ国際キャンプ in 韓国」のため、小学生を韓国慶尚南道に派遣（8/19

～23） 

・石川県立看護大学が全羅北道を訪問（8/25～9/8） 

・日中韓環境協力トライアングル事業のため、石川県職員が江蘇省を訪問（10/10～

13） 

・県女性団体訪問団が江蘇省を訪問（10/28～11/1） 

・江蘇・日本友好都市公務員交流会議のため、石川県職員が江蘇省を訪問（11/11～

14） 

・石川県立美術館職員が江蘇省金陵美術館を訪問（11/25～28） 

・江蘇省生体環境庁が来県（12/9） 

・21 世紀石川少年の翼事業で全羅北道青少年訪問団が来県（1/17～22） 

 

敦賀市 

 

 

 

4 月 

7 月 

8 月 

9 月 

・姉妹都市である韓国・東海市へ職員１名を派遣（4/10～10/9） 

・姉妹都市であるﾛｼｱ・ナホトカ市へ児童親善使節団 14 名を派遣（7/25～7/30） 

・姉妹都市であるﾛｼｱ・ナホトカ市から児童親善使節団 12 名を受入（8/1～8/6） 

・姉妹都市である中国 台洲市から民間友好交流代表団６名を受入（9/2～9/5） 



京都府&

舞鶴市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

11 月 

1 月 

・「対話内モンゴル」訪問団に参加し、フフホト市等を訪問（5/4-8） 

・舞鶴市代表団を大連市へ派遣（5/24～26、中日文化観光大連交流大会への参加や市

長会見などを実施） 

・京都舞鶴港訪問団が浦項市を訪問（5/31～6/2） 

・京都舞鶴港釜山港視察団を派遣（6/3-5） 

・舞鶴市少年使節団が大連市を訪問（7/26～29） 

・第 27 回日ロ沿岸市長会議に参加（8/20～25） 

・第 11 回大連日本商品展覧会に出展（9/27-29） 

・ナホトカ市青少年文化交流訪問団が来訪（10/5～9） 

・海外引揚関連資料及び施設調査団が瀋陽市を訪問（11/26～29） 

・「対話遼寧」訪問団に参加し、瀋陽市、大連市を訪問（1/17-21） 

鳥取県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 

 

 

6 月 

7 月 

 

 

 

 

 

8 月 

 

 

 

9 月 

 

 

10 月 

 

・日露知事会議への出席（5/12-15、モスクワ） 

・環日本海定期貨客船内を利用した企業研修ツアー造成に係る旅行社現地視察 

（5/18～21、韓国江原道・ロシア沿海地方） 

・鳥取県と露日ビジネスカウンシルとの協力覚書締結（6/28、鳥取市） 

・環日本海定期貨客船就航１０周年記念セレモニーの開催（7/5、境港市） 

・第７回ＧＴＩ北東アジア地方協力員会への参加（7/24、モンゴル国ヘンティ県） 

・第２４回北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミットに参加（7/29-30、モン

ゴル国中央県） 

・吉林大学自動車工程学院の来県（7/28-8/3、鳥取県内） 

（「鳥取・吉林 ADAS･EV プロジェクト」の人材交流 ） 

・ロシア製バイクによるプレスツアーの実施（8/3-16、ロシア連邦ウラジオストク市） 

（環日本海定期貨客船利用） 

・北東アジア博覧会（鳥取県独自ブース及び第一汽車ブース）への出展（8/23-27、

吉林省長春市） 

・第５回東方経済フォーラムへ出席（9/4-6、ロシア連邦ウラジオストク市） 

・イギリスおよびアイルランドのＷＣラグビー観戦者が、自家用車でユーラシア大陸

を横断し、DBS フェリーを利用して来訪（鳥取県内） 

・ＧＴＩ国際貿易・投資博覧会への出展（10/17-20、韓国江原道原州市） 

・鳥取県ロシア経済ミッション(ＩＴ関連 10/21-24、モスクワ市） 

境港市 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 

9 月 

10 月 

 

 

1 月 

 

 

・友好都市である中国琿春市人民政府代表団を受入(6/3～4、境港市ほか) 

・第 3回北東アジア文化観光グルメ祭りに境港市ブースを出展(9/3～6、中国琿春市) 

・日韓ロ国際交流第 19 回鬼太郎カップ駅伝にロシアウラジオストクの選手団が参加

(10/14、境港市) 

・第 25 回環日本海拠点都市会議に参加 (10/26～28、米子市) 

・新型コロナウィルスの影響によりマスク等物資の不足のため、中国琿春市から境港

市に支援要請（1/28） 

・境港市からマスク 5 万枚を中国琿春市に寄贈（1/29,2/4） 



島根県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 

 

5 月 

  

7 月 

 

 

 

8 月 

 

 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

 

 

11 月 

 

1 月 

  

・北東アジア自治体連合（NEAR）実務者ワークショップに出席（4/24～4/26、韓国・

慶州市） 

・「ロシアにおける日本年」の一環で在ウラジオストク日本国総領事館が主催するイ

ベントに石見神楽団を派遣（5/26～5/27、ロシア・ウラジオストク市、ナホトカ市） 

・島根県・吉林省友好交流 25 周年記念写真展を開催（7/26～8/6、松江市） 

・日韓青少年による海岸漂着ゴミ回収ボランティア実施（7/26～7/30、松江市、出雲

市） 

・交流の翼 in 寧夏に参加（7/30～8/7、中国・寧夏回族自治区） 

・交流の翼 in しまねを開催（8/2～8/7、松江市） 

・第 12 回北東アジア自治体連合（NEAR）実務委員会に出席（8/6～8/8、ロシア・サ

ハ共和国） 

・北東アジア地域協力地方政府首脳円卓会議に出席（8/22、中国・吉林省長春市） 

・海外理解講座「韓国コース」現地研修を実施（9/20～24、韓国・浦項市、ソウル特

別市） 

・島根県・吉林省友好交流 25 周年記念写真展を開催（10/2～10/14、浜田市） 

・島根県・吉林省友好交流 25 周年記念イベント（伝統文化、食文化等）を開催（10/14、

浜田市） 

・ロシア・ウラジオストク市の小中校生を受入れ、県内の学校・美術館等との交流を

実施（10/18～10/26 松江市、浜田市） 

・ロシア・ウラジオストク市の高校生を受入れ、県内の学校との交流を実施（11/4

～11/9 隠岐郡海士町） 

・在釜山日本国総領事館主催「第７回高校生日本クイズ大会」島根県知事賞受賞者の

受入（1/31～2/4、松江市、出雲市） 

北 九 州

市 

 

 

 

 

 

8 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

・友好都市 40 周年を記念して、大連市中日友好協会の訪問団がクルーズ船「チャイ

ニーズタイシャン号」にて本市を訪問し、市民友好交流会を開催（8/10、北九州市） 

・アジア最大級のクルーズ博覧会である「Sea trade Cruise Asia Pacific」に下関

市と協働して関門港として出展し、クルーズ船社や旅行会社等に対して、北九州港

への寄港誘致活動を実施（10/9～11、上海市） 

・クルーズ船や観光客を誘致するために、クルーズ船社や旅行会社を訪問し、港湾情

報や観光周遊ルートをＰＲ（11/18～22、北京、天津） 

伊 万 里

市 

 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

 

8 月 

10 月 

 

・大連市アカシア祭り開幕式出席、大連市長表敬訪問、中日文化観光大連交流大会お

よび市長円卓会議、都市観光説明会に出席（深浦弘信市長、山邉賢一政策経営部長

等 3名、5/24～27） 

・第 4回中日千人アカシア祭りウォーキング大会、市民 5名参加（市日中友好協会、

5/24～27） 

・大連市民友好交流訪問団約 900 人が本市を訪れ、市民会館で歓迎式典（8/11） 

・大連市商務局対外貿易処副処長王暁姍氏、通訳張国斌氏が来訪、伊万里市商品・サ

ービスの輸出拡大について情報・意見交換（10/8） 



 11 月 

 

 

 

 

12 月 

 

2 月 

・中国大連（東京）友好協力大会が東京プリンスホテルで開催（まちづくり課対応、

11/14） 

・大連市青少年友好交流訪問団２１名（児童「年長～小学１年」8人、保護者等１３

人）が伊万里市を訪問、大川内山伝統産業会館で絵付け体験をし、大川内小学校児

童と交流（11/21） 

・大連市人民政府外事辧公室主任黎宝光氏、通訳戴懿氏が市長表敬訪問、今後の大連

市交流に向けて意見交換（12/5） 

・大連市に新型コロナウイルス感染による肺炎対策のための防護物資を郵送（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（付録１）港湾統計・入管統計データ 

         Appendix1 Statistics of cargo and immigration 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 
 

 



 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（付録２）ＮＥＡＮＥＴの活動 

Appendix2 Activities of NEANET 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



期 間 年月日 項   目 
第 16 期 
’19.4.1 

～ 
’20.3.31 
 

’19.4.18 
4.26 

 
 
   5.17 
   5.31 
 
 
  6.12 
   7.12 
   8.9 
 
 
  9.13 
  10.4 
  11.8 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  11.27 
 
  12.6 
’20.1.10 
   1.21 

 
1.24 

 
 

・「サウジアラビアにおける経済協力活動報告会」に三橋副会長が出席。 
・NEANET/WAVE 共催第 25 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）開催。 

講師：柴崎 隆一氏（東京大学大学院 准教授） 
演題：「一帯一路とグローバル・ロジスティクス」 

・NEANET 第 16 期（2019.4／2020.3）の総会・理事会・情報交換会開催。 
・NEANET/WAVE 共催第 26 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）開催。 

講師：李 応珍氏（韓国・大邱大学校教授） 
演題：「韓国の近年の観光事情、その政策と実態」 

・第７回「航空インフラ国際展開協議会」総会に三橋副会長が出席。 
・NEANET 有志理事懇談会（第 16 期第１回） 
・NEANET/WAVE 共催第 27 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）開催。 

講師：宮島 正悟氏（国土交通省総合政策局 国際物流課長） 
演題：「シベリア鉄道の利用促進に関する最近の動向」 

・第 12 回 OOA 研究会開催。 
・日露都市環境協議会会合に三橋副会長が出席。 
・NEANET/WAVE 共催第 28 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）兼第

13 回 OOA 研究会開催。 
   『日本からみた一帯一路 －情報誌「港湾」連載（12 回）を記念して－』 

特別講演：宮本 雄二氏（元駐中国大使）「一帯一路の中国への挑戦」 
基調講演：岩間 正春氏 

（早稲田大学総合研究機構 次世代ロジスティクス研究所） 
「日本から『一帯一路』への接続に関する一考察」 

  講演会：①田中弘氏「一帯一路をどう見るか」、②辻久子氏「一帯一路と中

欧班列」、③小玉朋恵氏「デジタルシルクロードの展開」、④本間邦

興氏「中国エネルギー情勢の変化とアジア知言いへのインパクト」 
  パネルディスカッション：コーディネーター）大村哲夫氏 
      パネリスト）三橋郁雄氏、後藤正博氏、鈴木勝氏、李燦雨氏、岩間

正春氏 
・(一財)運輸総合研究所主催「タイ王国/アーコム前運輸大臣による国際セミナー：

交通分野における日・タイ関係の現状と展望」に三橋副会長が出席。 
・NEANET 有志理事懇談会（第 16 期第 2 回） 
・第 3 回ザルビノ協議会（日本海交流研究会）開催。 
・ポーランド投資・貿易庁によるインフラ関連企業（空港、鉄道、港湾）との限

定ビジネスセッションに三橋副会長が出席。 
・NEANET/WAVE 共催第 29 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会） 
  講師：西盛 祐吉郎氏（元金沢商工会議所 常務理事） 
  演題：「一地方から思うこと」～苦節 50 年金沢港の」実体験を踏まえて～ 



2.21  
 
 3.19 

・第 1 回 OOA 新研究会を開催。参加者から研究会に期待すること、及び自らの

研究内容を発表。 
・国土交通省北陸地方整備局新潟港湾・空港整備事務所からの受託「新潟港にお

ける北東アジア諸国との物流交流実態基礎調査報告書」納品。 
 （通年） ・日本港湾協会機関紙「雑誌港湾」への連載「日本からみた中国の一帯一路政策」

（４回掲載／2018 年 9 月号より全 12 回掲載） 
 ７月号 小玉朋恵「デジタルシルクロードの展開」 
 ８月号 本間邦興「中国エネルギー情勢の変化とアジア地域へのインパクト」 
  ９月号 花田麿公「一帯一路とモンゴル」 
 １０月号 田中弘「日本にとっての一帯一路」 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


